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は　じ　め　に
ヤスパースは真の自分自身を「実存」という言葉で表現している。その場合の実存とはあり
のままの自分自身を意味するのではなく、将来の自分の可能性をも含めているのである。そし
てそのような実存は、一言で説明することは出来ない。人はそれぞれ異なった環境の中で、他
の人とは置き換えられない一個の人間として生きていくので、その過程で起るさまざまな事柄
を選択し、決断して生きているからである。このような選択と決断は、自分以外の他の人との
人間的な交わりにおいてなされるのである。
「愛しながらの闘い」というヤスパースの言葉のなかには、そのような意味がこめられてい
るのである。今回は、その人間的な交わりとはどのようなものか、その交わりをあえて「愛し
ながらの闘い」という理由は何か、またその倫理学的な意味はどのようなものであるかを、ヤ
スパース著『哲学』と『真理について』を主として参考にしながら考察する。
第1章　　真の自分自身について考える手がかり
人は真の自分自身を一つの全体としてとらえることはできない。人が自分自身をどんなもの
かと考えるとき、自分のいくつかの側面からとらえることはできる。ヤスパースはそれを「自
我の諸相」として次りように分析している。
［自我の諸相］
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①私の身体
私が「私」というとき、私は空間を占めている他の人とは異なる私の身体として自分を考え
る。しかし手足とか身体の個々の器官の一部を失っても私は私自身であることに変わりはない。
私の身体は、成長や老化によって外見上は変化するが、私は本質的に同じ私である。それゆえ、
私は私の身体とは同一ではない。
②社会的な私
私の職業における働き、私の社会における権利や義務、他の人への影響などによって私は自
分について考えることができる。人間というものはその社会的状態の変化や、人々の変化にと
もなって、自分を変化させるものである。しかしながら社会的な私は自己自身とは同一ではな
い。何となれば私が今おかれている社会的な私の世界から切り離されても、私はなくなってし
まうわけではない。私には、これまでとは異なる社会的関連をつくる可能性もあるからである。
③私の業績
私というものは何らかの業績をあげることによって社会的に認められる。その業績というも
のは、私にとって私自身が何者であるかということを映す鏡でもある。しかし私は私の業績と
同一ではない。たとえば私の作品は私自身の作品として、私ともっとも深い関連をもっている
が、私自身と同一視されない。私には別の作品を作る可能性も残っているからである。
④回想する私
私が何者であるかを知るには、私の過去を通して可能となる。私の体験したこと、考えたり
したことなど、すべてこれらのことが意識的であれ、無意識的であったとしても、私の現在の
自意識を規定している。つまり私の過去は私の鏡である。私がかってあったところのものが現
在の私を作っている。私は過去の根拠なしにはもはや私ではない。しかし私は自分の記憶の総
体を自分自身と同一視することはできない。なぜなら人は自分の都合のよいように過去の記憶
を作り変えたりすることができるからである。
この他にヤスパースは、上に述べた自我の諸相を支えている「性格」というものから、私が
何者であるかを知るための手がかりを得ようとしている。
［私の性格］
私の一つ一つの行動は私の性格によって決められる。しかし私は私の性格に左右されずに自
由に行動することもできる。それゆえ私自身、性格というもので言いつくされないものをもっ
ているのである。
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以上のようにヤスパースは自己自身というものを自我の諸相においても、また性格において
も完全にとらえられないことを主張している。すなわち私自身を一定のものとして固定しよう
とすれば、必然的に自己欺購に陥ってしまう。そのような人間の自己存在を彼は実存とよんで
いる。
私の実存とはあたかも鏡に写る私の顔以上の何者かであり、それの全体像は決して概念とし
て客観的に知ることはできず、いわば感じとられるべきものである。たとえば「本来的自己と
なれ」と言われたところで、そのような本来的自己があらかじめわかっているわけではない。
むしろわからないままに、まるで手探りでもするようにより本来的自己、すなわち実存になる
ようにつとめ、そのことを通じて自己の実存を明るみのなかにもたらすことが大切なのである。
私の実存とは未来の可能性をも含めて考えられる私の存在のことであり、その可能的実存は交
わりによって解明される。それがヤスパースによって実存的交わりとよばれているものである。
第2章　　交わり
ヤスパースは真の自分自身を私の実存という言葉で表現している。私の実存は、実存的交わ
りのなかで明らかになる。その実存的交わりを明らかにするまえに前段階として、社交的交際
について述べておく。
①社交的交際
一般に人が共存して生活するためには社交的交際をしなければならない。いかなる人も無視
しえない交際の仕方、たとえば世間的な礼儀作法がある。礼儀や交際における節度や物柔らか
さ、相手の気持ちを傷つけるような事柄には触れないこと、押しつけがましさのない思いやり、
自分の個人的な価値を他の人に認めさせようとする尊大さ、他の人を無視するような無遠慮な
態度をとらないことなどが、世間的な礼儀作法である。これらは交際を円滑にするためにおお
いに役にはたつが、表面的なものであるから真の交わり（実存的交わり）とは異なっている。
また社交的交際では、社会的なルールに従っているだけではなく、他の人の期待どおりの私に
なろうとする傾向がある。他の人に悪く思われないように振るまっているかぎり、私は世間の
人から親しみのある人として受け入れられる。
しかしそれとは逆に、そのような社交的な交際を私は表面的で無意味であると思い、私らし
く本来的な自分を取り戻したいという思いもはたらく。そのような場合、次のような二つの好
ましくない結果を招くことがある。
第一には世間的礼儀作法にかなった表面的な交際に疑問をもち、他の人とは同調しないで自
己主張ばかりすれば、不遜な人であるとか、エゴイストであるとかいわれ、人から付きあって
もらえなくなる。
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第二には、私は他の人にたいして無関心をよそおい、自分を精神的な殻のなかに閉じこめて
しまい、他の人々との交わりから身を引いてしまうおそれがある。
どちらの場合も社交的交際から離れてしまい孤立する恐れがある。実存的な交わりは社交的
交際のなかで実現されるわけではないが、社交的交際と関連をもつことにおいて生まれてくる
ものである。
②実存的交わり…　愛しながらの闘い
実存的交わりによって、可能的実存（本来的な自分自身）がはじめて明らかになるのである
が、この実存的交わりと深い関係にあるのが孤独であるとヤスパースは言っている。すなわち
自己自身でありたいと思う者は、交わりがどんなに深いものであっても自分の独自性を守って
いこうと思うものである。これがここで言う孤独の意味である。　私は実存的交わりにはいる
ことなしには、本来的自己自身となることはできないのであるが、しかし私は孤独であること
なしには実存的交わりにはいることはできない。
このような実存的交わりには、いくつかの形があるとヤスパースは言っている。まず実存的
交わりは互いに自己自身であろうと欲する者が、相互の交わりを通じて自己と相手との核心を
明らかにしていくことである。すなわち他の人に自分の心のもっとも深いところまで明らかに
すると同時に、他の人にもおなじことを要求し、それによって他の人の心の深みを聞きとるの
である。このような交わりを通して、私と他の人とはともに本来的な姿を明らかにするのであ
る。この場合、本来的な自己が明らかになるということは、もともと持っていたものだけが明
らかになるのではなく、交わりのなかで自己を明白にしつつお互いに新しい自己を創造するこ
とでもある。それは自己と相手の趣味や性格を叙述したり分析したりするという、心理学的態
度で観察したりするのではない。分析や観察からは何も新しくうまれてはこないからである。
ヤスパースの実存的交わりは、また「愛しながらの闘い」とも表現されている。その闘いは
二人の問の闘いを意味するものであるが、それは決して暴力を振るうような、そして征服を目
指すような闘いではない。相手が本来的な自己自身を実現するための努力を怠るならば、それ
を強く問題とするような闘う愛である。そこではお互いに優越性や勝利をけっして望んではな
らず、社交的交際に見られるような打算的遠慮（忠告して悪者になるのを恐れるようなもの）
もしてはならない。それとは逆に相手への信頼を前提として、お互いの生き方などについて真
剣に論争するものである。
このような「愛しながらの闘い」ができるのは、同一水準の二人の間である。同一水準とは
お互いに一切の力を出しあって、本来的な自己を求めることによってつくられるものである。
それは実存的に生きたいという熱意が同等であるということである。
このような実存的交わりは、二人の魂の深みにおいてなされるものであるから、きわめて狭
い範囲の人々のあいだの交わりである。それは一般的な人間関係においてみられる交わりとは
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まったく異なるものである。
「愛しながらの闘い」におけるこの愛は、ヤスパースが『真理について』のなかで理性の特
徴としてのべているものと同じである。ここで彼は理性と愛の結合の形を示していると考えら
れる。したがって愛しながらの闘いの中には、理性的な愛も含まれているのである。
以上のような「愛しながらの闘い」の具体的な例としては、ヤスパースと妻ゲルトルートと
の夫婦愛をあげることができる。ゲルトルートは病弱な夫を励ましながら、ヤスパースに哲学
者の道を歩ませたのである。ヤスパースは第二次世界大戦中、ヒットラーのユダヤ人排斥のな
かで、ユダヤ人である妻のため、ハイデルベルクの哲学教授の職を捨ててまで妻を守ったので
ある。このことは、紀要31号に詳しく述べているので省略する。
第3章　　理性と愛と暗号
私は［この世界］にやってきているが、
どこからやってきたかわからない、
私は現に存在しているが、
私が何者であるかわからない、
私は死ぬ運命にあるが、
それが何時であるかわからない、
私は［この世界］から去っていくが、
どこへ行くのかはわからない、
それなのに私は、嬉々としている、
それが自分にとっても不思議である。
（ベーダの「教会史」から　673または674～735の神学者）
これは私たち人間の状態のはかり知れない不気味さをよく表現しているものとして、たびた
び引用されるものであるが、ヤスパースの暗号論はまさにそのことに関係しているのある。
ここで問われているのは「私」とは一体何者かということである。私はどこからやってきて
どこへ行こうとするのか、一体、私はこの世界のなかで、私という人間をどのようなものとし
て見いだし、どのように自己表現しつつ生きていくべきなのか、という問いである。これは人
間存在についての根本的な問いであり、ヤスパース哲学の中心課題である実存の真理への問い
と同じである。
ヤスパースが『真理について』のなかで述べている実存の真理とは次のようなものである。
人間にとってただ生きるためだけに生きること、ただ生命を保つだけの目的で生きることは、
生きるに値しない。人間は、何らかの目的を持ちつつ生きたいと考え、できることなら命を賭
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けてもよいと思えるような自己目的を持って生きたいと願うものである。このようなことが本
来的な自己実現を目指していることが、実存の真理である。
ヤスパースによれば、実存の真理は、この世界を越え出たところ、つまり超越者のなかにそ
の根源を持っているものである。
①超越者
ヤスパースの超越者は、キリスト教の神や仏教の仏などのような具体的な神像を超えた抽象
的な存在である。それは悟性をもって概念的に捉えようとすれば「無」としか表現できないよ
うな隠れた存在であり、思惟によって把握されないものである。したがって具体的な形をとっ
て直接に人々の前に姿を現すものではない。ただ人々は、超越者の言葉である暗号をとおして
のみ、超越者の存在を直感するのである。
私たち人間は先にあげたべーダの詩のように、この世界にどこからやってきてどこへ去って
行くのかわからないにせよ、今ここに、この世界の中に、他のものとともに存在していること
は明らかである。自分では何も語らない自然とともに、意味ありげな反応はするが人間と対等
に言葉をかわせない動物とともに、私たち人間は生きているのである。また私たち人間は民族、
人種、時代の文化や社会的、経済的な状況などの枠の中で生きていかなければならない。しか
し人間は、この枠から絶対に外へ出られないとは考えていない。むしろその枠のなかで毎日同
じ繰り返しの生活が続くとすれば、私たち人間は満足しないであろう。
このように自分をとりまく状況に不満をもつ人間は、次の二つの方法でその状況から抜け出
そうと努力するのである。第一は科学技術を進歩させることであり、第二は実存的自由の自覚
である。
科学技術の進歩…　　現在の自然環境から脱出しようとして自然の開発に努力する。それは
さらに宇宙開発にまでのりだし、文字どおりこの地球からの飛翔をねらうのである。
実存的自由の自覚…　　現実的にはこの世界のなかで生きながら、しかも意識的にはこの世
界から超越することができる自分を自覚するのである。それは実存の自由であり、本来的な自
己を創造しながら生きられるということに目覚めるのである。
以上のようなヤスパースの考えのプロセスから見ると、超越者は実存の自由を説明するため
にもちだされたと考えられる。
②暗号
一般に暗号とは、通信の秘密を守るために当事者間においてのみ理解されるように決められ
た特殊な記号である。それにしたがって言うならば、ここでの暗号とは、超越者と実存との関
係の中で謎のようなものである。たとえば、ある酒の商標ならば、その商標が示している意味
は、その酒である。しかし人間の前に決して姿を表すことのない超越者の暗号は、決定的な意
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味を示すことはないのである。ヤスパースは、暗号には一般的な意味がなく、客観的な認識は
不可能である、と言っている。
暗号はいわば超越者の一つの言葉である。この言葉は私たち人間によって生み出された言葉
ではあるが、それにもかかわらず遠い彼方から私たち人間のところへ迫ってくるのである。暗
号は客観的である。というのも暗号の中には、人間の意を迎える何かが聞かれるからである。
また暗号は主観的でもある。というのも、人間は自分の考え方や理解力にしたがって暗号を作
りだすからである。そのようなことから暗号は、客観的であると同時に主観的であるというこ
とができる。暗号の解読は実存によってだけできるのであるが、その実存は理性と愛によって
支えられる必要がある。
③暗号解読
真の実存的生き方は、自己をとりまく世界から拘束されず、生きる根源を超越者にもとめ、
この世界の中で自己実現をするのである。そのような生き方をする第一歩は、一切の努力をせ
ず、本来的な自分の生き方なども考えずに生きることにたいして不安を感じることである。そ
の不安をなくすためには、理1生を必要とする。
実存と理性
ヤスパースは、たとえば私という実存は、自分の生き方にとって指標となる他の者と交わる
とき、自分の心を開き、すべての他の者の心を聞き取ろうとする態度が理性的である、と言っ
ている。したがって自分とは異なる理解出来ないような他の者とも交わろうとする心構えであ
る。そのことからみて実存は、理1生によって支えられないかぎり、言いかえれば理性的実存と
ならないかぎり、暗号の解読をとおして自分の本当の生き方を見つけることはできないと言え
る。
実存と愛
すべての者と心を開いて交わろうとするのが理性の特徴であるならば、愛はその交わりの原
動力であると、ヤスパースは述べている。彼は愛の根本的な特徴として結合と実り豊かさをあ
げているが、このような愛を実存的愛とも、また「愛しながらの闘い」とも言っているが、こ
の実り豊かさとは、結合によって何かを創造することを意味しているのである。これは実存か
ら実存への愛が、お互いの可能性の実現を目標にして、それぞれが愛しながら他の者とともに
自分の可能性を深く掘りさげようと努めることである。
理性と愛と実存
私は一体何者かと問うことで実存の自由を自覚し、そのことから世界を越えた超越者を根拠
として生きようとすれば、自分をとりまく世界の状況を見通すことが重要となる。それは暗号
を通して見ることであるが、客観的な認識対象とはならない暗号を解読するには理1生が必要で
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あると、ヤスパースは述べているのである。また彼は暗号解読によって実存が自分の可能性を
この世界で実現するためいわば情熱といわれるものを、理性と結びついた愛（理性的愛）であ
ると言っている。ヤスパースは『真理について』という本の中で以下のように述べている。
「真理は愛にたいして開示され、愛において手に入れられる決意から生まれる」
「愛は真理を見てとることの根源である」
「愛しつつ私は初めて本来的に存在する」
「私は私の愛し方のうちにある」
これが理性的愛の説明である。したがってヤスパースの暗号論は理性的愛に深くかかわるも
のである。理性的愛による「愛しながらの闘い」における激しい闘いのうちには、強い連帯制
が生まれ、それは倫理的な意味をもつと考えられる。すなわち自分と他の者との自己実現を同
時に願うこの闘いは、ともに連帯責任を持ちながら、実存の真理へと推し進めるものである。
この視点から彼の暗号論もまた倫理性を含むものである。
お　わ　り　に
この論文では真に人間らしく生きるための実存的交わりについて考察した。実存的交わりに
入る条件としては、社交的交際のようなあたりさわりのない交わりにとどまってはならず（現
在、若者の多くは社交的交際のみをしているように見うけられるが）、やがてはそこから抜け
でなくてはならない。そして本来的自己を求める熱意において同じ水準の者同志が、どこまで
も向上を目指して深く交わらなければならない。それがすなわち「愛しながらの闘い」である。
その過程では、いわば自分の超越者に向かって精進することが人間の義務であるということが
明らかになった。
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